
市議会本会議場で行われた令和６年（第 26回）二十歳の議会
※関連記事は P.12
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⃝委員会の行政視察報告　�  P.9〜11
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市政について問う！市政について問う！
⃝１４人の議員が一般質問を行いました　�  P.4〜7

⃝沼津市地域下水処理施設条例等の一部改正
　水道料金・下水道使用料が改定（値上げ）されます　�  P.2
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新しい料金（モデルケース）一般的な家庭の月額料金の例

料金改定の背景

➡➡1,610 円
現在

1,950 円
R6.7 月から

（＋340円）
2,280 円
R7.1 月から

（＋330円）

口径 25mm以下、１か月 20㎥使用の場合

➡2,600 円
現在

3,090 円
R6.7 月から

（＋490円）

１か月 20㎥使用の場合
水道上 水道下

ピックアップピックアップ
議会議会　11月定例会において「沼津市地域下水処理施設条例等の一部改正」が上程され、

起立者多数で可決されました。
　今回の条例改正は、水道事業及び下水道事業の継続的、計画的な事業推進を図る
ため「沼津市水道事業及び下水道事業経営審議会」の答申を踏まえ、水道料金及び下
水道使用料の額を改定するものです。ここでは、その内容についてお知らせします。

今回の改定による負担増について、市民や事業者にどのように配慮したのか。
市民生活や企業活動への影響を考慮し、可能な限り負担軽減を図れるよう、水道料金に
ついては６か月の経過措置を設けた段階的な改定とするものである。
経営改善に向けた取組は。
水道事業では、未活用地の貸出しや売却、不要となった量水器の売払いなどにより収入
確保に努めたほか、工事工法の工夫により支出削減に努めた。下水道事業では、管路の
長寿命化やマンホール工事の発注方法の見直し、施設のダウンサイジングなどにより経
費削減を図った。また、両事業で共通する取組として、キャッシュレス決済を導入し、
納付しやすい環境を整えるなど、収入確保に努めている。

問
答

問
答

建設水道委員会での主な審査内容

沼
津
市
地
域
下
水
処
理
施
設
条
例
等
の
一
部
改
正

水
道
料
金・下
水
道
使
用
料
が
改
定（
値
上
げ
）さ
れ
ま
す
！

• �水道料金及び下水道使用料は市民生活に直結する
ものであり、本来値上げは避けるべきだが、この
ままでは上下水道事業の運営に支障が出かねない。
• �これまで様々な経営努力をしてきたが、現状では
料金値上げ以外になすすべがないところまできて
いる。そのため料金改定はやむを得ないが市民生
活への影響をできるだけ抑えるため、様々な角度
から対応を考えていく必要がある。

• �近年の物価高騰は市民生活を圧迫し
ている。こうした状況の中、上下水
道両方の料金の値上げは市民生活や
企業活動に多大な悪影響を及ぼすこ
とになる。
• �料金改定にあっては、その時期や金
額、社会の経済動向等も考慮し、も
っと慎重であるべきではないか。

賛 意成 見 反 意対 見

厳しい経営状況　物価や燃料費の高騰などにより両事業ともに厳しい経営状況にある

「沼津市水道事業及び下水道事業経営審議会」からの答申を踏まえ、安全・安心な水道
水の供給及び下水道の普及による生活環境の保全・向上を図るため

これらに加え上水道・下水道ともに・・・

水道事業は水道料金で運営 下水道事業は下水道使用料で運営

●水道料金は令和６年７月と令和７年１月の段階的な改定
●下水道使用料は令和６年７月に改定

料金収入の減少
　人口減少などにより料金収入が減少
水道施設の老朽化
　管路や設備の老朽化に伴い、更新が必要
施設の耐震化
　地震などに備えた耐震化が必要

水道上
使用料収入の減少
　人口減少などにより収入の大幅な増が見込めない
下水道施設の普及
　人口普及率約 62％といまだ普及段階
施設の長寿命化
�　�限られた財源での適切な管理のため、施設
の長寿命化が必要

水道下
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　第３回（11月）定例会は、11月 24日から 12月 15日までの 22日間にわたり開催しました。
この定例会では、令和５年度補正予算議案等 20件を審議し、いずれも原案のとおり議決しました。
　また、14人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。（P.4 ～ 7）
　この定例会の主な内容を紹介します。

11 月定例会の主な内容

主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 53号
沼津市特別職の職員の給与に関す
る条例の一部改正

■特別職の職員の期末手当を改めます
一般職常勤職員の例に倣い、特別職の職員の期末手当の支給割合を年間 0.1
月分引き上げるものです。

可決

議第 54号
沼津市職員の給与に関する条例及
び沼津市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部改正

■職員の給料及び期末・勤勉手当を改めます
人事院勧告に倣い、一般職常勤職員等の給与を引き上げるほか、所要の改正
を行うものです。

可決

議第 55号
沼津市議会議員の期末手当に関す
る条例の一部改正

■市議会議員の期末手当を改めます
一般職常勤職員の例に倣い、市議会議員の期末手当の支給割合を年間 0.1
月分引き上げるものです。

可決

議第 60号
沼津市地域下水処理施設条例等の
一部改正

■水道料金及び下水道使用料の額を改定します
水道事業及び下水道事業の継続的、計画的な事業推進を図るため、沼津市水
道事業及び下水道事業経営審議会の答申を踏まえ、水道料金及び下水道使用
料の額を改定するものです。

可決

予　
算

議第 61号
令和５年度沼津市一般会計補正予
算（第９回）

■ �34 億 3,950 万 1,000 円を追加し、予算総額は 888億 3,847 万 7,000
円となります

追加するものは、財政調整基金積立金 16億 4,976 万 1,000 円、生活保護
扶助費５億 4,141 万 7,000 円、退職手当等の職員人件費等４億 7,565 万
8,000 円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般
財源として繰越金などをもって充てるものです。このほか、繰越明許費とし
て橋梁等道路構造物維持事業 7,392 万円など 3事業を追加するほか、債務
負担行為としてキラメッセぬまづ指定管理料及び香陵公園周辺整備ＰＦＩ事
業費を追加するものです。

可決

会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

虹
の
会

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

⑺ ⑺ ⑸ ⑶ ⑵ ⑵ ⑵

条　
例

議第 53号 沼津市特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第 55号 沼津市議会議員の期末手当に関する条例の一部
改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第 60号 沼津市地域下水処理施設条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

予
算 議第 61号 令和５年度沼津市一般会計補正予算（第 9回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

・�12月 15日の本会議において、志政会の議員が１人、市民クラブの議員が１人欠席しました。

〇＝賛成　×＝反対　　※（　）内は所属議員数

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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令
和
五
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て
、
①
調
査
結
果
に
対
す
る

認
識
は
。
②
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

教
育
長
／
①
本
市
の
傾
向
と
し
て
、

小
学
校
で
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
中
学

校
で
は
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
市
で
全
市
的
に

進
め
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
に
お
い
て
九

年
間
の
連
続
し
た
学
び
を
意
識
し
て
丁
寧

に
指
導
し
て
き
た
成
果
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
小
中
学
校
の
学
び
の
系
統

性
を
意
識
し
た
授
業
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、
小
学
校
に
お
け
る
課
題
を
重
点
的
に

取
り
上
げ
、
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る

問答
沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
①
電
子
申

請
に
よ
る
予
約
受
付
を
行
う
考
え
は
。
②

利
用
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導

入
す
る
考
え
は
。
③
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入

す
る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
①
現
在
、
仮
予
約
に
つ

い
て
は
沼
津
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
本

予
約
に
お
け
る
電
子
申
請
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
各
業
務
の
効
率

化
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。
②
現
在
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
は
、
原

則
と
し
て
銀
行
窓
口
で
の
納
付
書
払
い
と

問答

力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
科
等
横

断
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
本
市
で
は

検
証
改
善
委
員
会
を
開
催
し
、
調
査
結
果

の
分
析
・
対
策
を
ま
と
め
た
報
告
書
等
を

作
成
し
て
い
る
。
教
職
員
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ら
を
授
業
改
善
に
役
立
て
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
る
ほ
か
、
保
護
者
に
対
し
て

は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
分
析
資
料
等
を
配

付
し
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
な
が
ら
子

供
た
ち
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
る
。
今
後
も
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
有
効
に
活
用
し
、
授
業
や

教
育
活
動
の
改
善
に
つ
な
げ
、
学
力
向
上

を
目
指
し
て
い
く
。

し
て
お
り
、
例
外
と
し
て
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
も
受
け
付
け
て
い
る
。
今
後
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に
係
る
課

題
を
整
理
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。
③

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
会

議
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
会

議
や
催
事
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
構
造
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
通
信
障
害
な
ど
技
術
的
な
課

題
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
施
設
改
修
な

ど
の
機
会
を
捉
え
、
具
体
的
な
対
応
策
を

検
討
し
て
い
く
。

全国学力・学習状況調査を受け
学力向上に向けた取組は

市民文化センターの　　　　
利便性向上に取り組む考えは

渡
邉
　
博
夫

小
澤
　
　
隆

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
三
回
（
十
一
月
）
定
例
会
で
は
、
十
四
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目 掲載頁

渡邉　博夫 子どもの貧困と居場所づくり、高齢者の消費者安全性確保 ４

小澤　　隆 市民文化センターの利便性向上 ４

井原三千雄 環境保全、廃棄物処理の取組 ５

佐野　博一 ニュースポーツの推進、スポーツを活用した健康長寿 ５

片岡　章一 帯状疱疹ワクチン接種、ヤングケアラー等支援、浄化槽の活用 ５

尾藤　正弘 改正障害者差別解消法における合理的配慮の提供 ５

堤　　飛鳥 防災情報システム、市内同報無線、買物弱者対応 ６

大草　　満 安全・安心なまちづくり、豪雨被害への対応 ６

深田　　昇 放課後児童クラブの充実、高齢者福祉の増進 ６

渡部一二実 危機情報把握の高度化、水道DX導入による業務効率化 ６

川口　　慶 子育て支援と雇用の安定 ７

山下富美子 公有財産の適正管理、津波浸水想定区域、地籍調査の進捗率 ７

江本　浩二 被災住宅の被害認定、被災者生活再建支援、水害対策 ７

平野　　謙 放課後児童クラブ ７

※議員名の下のＱＲを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。
※文面中の波線（　　　）については、P.8 の用語解説を御覧ください。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら
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帯
状
疱
疹
（
ほ
う
し
ん
）
は
、
発
症

す
る
と
強
い
痛
み
を
伴
い
、
合
併
症
や
後

遺
症
の
リ
ス
ク
も
あ
る
疾
患
で
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
本
市
の

認
識
と
接
種
促
進
に
向
け
た
取
組
は
。

市
長
／
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
に
は

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
は
任
意

と
な
っ
て
い
る
。
本
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

よ
り
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫

力
が
高
め
ら
れ
、
発
症
率
を
低
下
さ
せ
る

と
と
も
に
、
重
症
化
や
後
遺
症
を
防
ぐ
こ

と
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
予

問答

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
向
け
た

本
市
の
取
組
は
。

産
業
振
興
部
長
／
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
図
る
た
め
、
市
よ
り
委
嘱
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
な
り
、
各
地
域
で
モ
ル
ッ
ク
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ボ
ッ
チ
ャ
等
、

様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
研
修
会
や
体

験
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
要
望
が
あ
れ

ば
用
具
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
る
。
香
陵

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
ミ
ズ
ノ
主
催
の
沼
津
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、

ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

た
ほ
か
、
今
後
も
市
主
催
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

問
※1

答

障
害
者
差
別
解
消
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
義
務
化
さ
れ
る
、
事
業
者
に
よ
る
合

理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
、
①
本
市
の

認
識
は
。
②
障
が
い
の
あ
る
人
や
事
業
者

か
ら
の
相
談
体
制
は
。
③
今
後
の
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
必
要
と
な
る
合

理
的
配
慮
の
内
容
は
、
障
が
い
の
特
性
や

社
会
的
障
壁
の
除
去
が
求
め
ら
れ
る
具
体

的
な
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
等
に
お
い
て
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
と
の
対
話
を
重
ね
、
共
に
対
応

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
②
本
市
で
は
、
障
が
い

福
祉
課
が
窓
口
と
な
り
、
障
が
い
者
差
別

問

※2

答

防
対
策
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、「
市
民
の
声
」
に
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
沼
津
医
師
会
か

ら
は
、
高
額
と
な
る
接
種
費
用
に
対
し
助

成
を
求
め
る
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
に
よ
る
接
種
費
用
助
成
の
動
き
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
国
で
は
定
期

接
種
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
国
等
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報
提
供

を
広
く
行
う
と
と
も
に
、
接
種
費
用
の
助

成
を
含
め
、
希
望
す
る
人
が
安
心
し
て
接

種
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の

市
民
が
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
民
間
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

等
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
、
指
導
・
助

言
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
合
理
的
配
慮

の
提
供
の
義
務
化
に
伴
い
、
相
談
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、国・

県
等
の
相
談
事
例
の
収
集
や
事
例
検
討
等

に
よ
り
、
関
係
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
図

っ
て
い
く
。
③
今
後
は
、
国
・
県
と
連
携

し
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
差
別
解

消
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
広
報
ぬ
ま

づ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ

り
、
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
に
つ
い
て
一
層
の
周
知
を
図
る

ほ
か
、
市
職
員
に
対
し
て
も
、
説
明
会
等

を
通
じ
て
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

本市の廃棄物処理の現状は

帯状疱疹ワクチン接種促進に向けた
取組は

ニュースポーツへの取組状況は

障害者差別解消法の改正を踏まえた
本市の対応は

井
原
　
三
千
雄

片
岡
　
章
一

佐
野
　
博
一

尾
藤
　
正
弘

一 般 質 問市政について問う！

▲誰もが楽しめるニュースポーツ

本
市
の
環
境
保
全
の
取
組
に
お
け
る

廃
棄
物
処
理
の
位
置
づ
け
は
。

生
活
環
境
部
長
／
第
二
次
沼
津
市
環

境
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
・
市
民
・
事

業
者
・
滞
在
者
の
協
働
の
下
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す

も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
分
別
収
集
に

よ
る
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
資

源
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
二
次
沼
津
市
環
境
基
本
計
画
の
達

成
状
況
は
。

生
活
環
境
部
長
／
計
画
に
お
い
て
環

境
指
標
に
対
す
る
数
値
目
標
を
定
め
て
お

り
、
令
和
４
年
度
末
時
点
で
、
家
庭
系
ご

問答問答

み
の
一
人
一
日
当
た
り
の
排
出
量
は
令
和

七
年
度
の
中
間
目
標
の
五
百
三
十
六
・
七

グ
ラ
ム
に
対
し
て
四
・
七
グ
ラ
ム
、
事
業

系
ご
み
の
年
間
排
出
量
は
二
万
八
百
七
十

四
ト
ン
に
対
し
て
千
六
百
二
ト
ン
、
そ
れ

ぞ
れ
下
回
り
、
現
時
点
で
中
間
目
標
を
達

成
し
て
い
る
。

本
市
の
不
法
投
棄
の
現
状
と
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
／
過
去
五
年
間
の
不

法
投
棄
ご
み
処
分
量
は
、
年
間
十
ト
ン
前

後
を
推
移
し
て
い
る
。
取
組
と
し
て
は
、

広
報
ぬ
ま
づ
な
ど
に
よ
る
広
報
や
不
法
投

棄
禁
止
看
板
の
設
置
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問答
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一 般 質 問市政について問う！

自
然
災
害
が
頻
発
化
す
る
中
、
①
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
の
取
組
は
。
②

同
報
無
線
の
有
効
性
に
対
す
る
認
識
は
。

危
機
管
理
監
／
①
通
信
手
段
の
多
様

化
や
高
度
化
に
伴
い
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル

の
拡
充
に
努
め
て
お
り
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
行
う
ほ
か
、
沼
津
市

公
式
防
災
ア
プ
リ
な
ど
を
通
じ
て
、
避
難

情
報
や
道
路
情
報
の
ほ
か
、
気
象
台
か
ら

発
表
さ
れ
る
警
報
等
を
配
信
し
て
い
る
。

②
同
報
無
線
は
、
避
難
情
報
や
注
意
喚
起
、

緊
急
サ
イ
レ
ン
等
を
即
時
に
市
内
一
斉
に

放
送
で
き
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
に
正
確
な

問答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
向
け

た
今
後
の
取
組
は
。

市
長
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
つ
い
て
は
今
後
も
、
開
所
時
間
の
拡
大

等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
支
援
員
の

確
保
、
研
修
体
制
の
充
実
、
安
全
管
理
な

ど
の
運
営
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
運
営
改
善
の
取
組
と
し
て
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
民
間
の
専
門
業
者
に
委
託
す

る
周
辺
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
民
間
の
専
門
業
者
へ
の
委
託

も
含
め
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を

問答問

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
を
通
学
路
以

外
へ
拡
充
す
る
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
小
中
学
生
が
登
下

校
時
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
対
し
、

設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

四
年
度
末
ま
で
に
延
べ
三
十
台
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
犯

罪
の
抑
制
や
犯
罪
発
生
時
の
検
挙
率
の
向

上
等
に
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
通
学
路
へ
の
設
置
支
援
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
通
学
路
以
外
の
設
置
に
つ
い
て

も
他
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
調
査

問答

市
が
管
理
す
る
配
水
管
の
漏
水
減
少

に
向
け
た
取
組
内
容
と
そ
の
効
果
は
。

水
道
部
長
／
漏
水
件
数
の
減
少
に
向

け
た
取
組
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
度
か

ら
漏
水
調
査
業
務
を
六
年
間
で
一
巡
す
る

サ
イ
ク
ル
か
ら
三
年
間
に
見
直
し
、
発
見

さ
れ
た
漏
水
の
速
や
か
な
修
理
や
、
老
朽

化
し
た
管
路
が
漏
水
に
至
る
前
に
管
路
更

新
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

漏
水
に
よ
り
低
下
し
て
い
た
有
収
率
は
、

令
和
四
年
度
に
、
前
年
度
に
比
べ
三
・
四

ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
八
十
七
・
四
％
と
な

り
、
漏
水
調
査
や
管
路
更
新
に
よ
る
事
業

効
果
が
表
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答答

※4

情
報
を
伝
え
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建

物
や
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
音
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
と
い
っ
た
声
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
お
い
て
、

危
機
管
理
情
報
メ
ー
ル
や
防
災
ア
プ
リ
に

よ
る
情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高

齢
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
エ
フ
エ
ム
ぬ
ま

づ
な
ど
と
連
携
し
た
災
害
時
の
情
報
発
信

や
、
電
話
を
活
用
し
た
同
報
無
線
の
自
動

応
答
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
多
様

な
媒
体
を
通
じ
て
様
々
な
防
災
情
報
の
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

目
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
対
し
援

助
を
行
う
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
沼
津
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
加
入
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
は
、
現
在
実
施
す
る
各
種
活
動
を
継

続
で
き
る
よ
う
活
動
の
支
援
や
活
動
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
加
入
し
な
い
同
様
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
地
域
の
団
体
や
そ
の
他
の
団

体
に
つ
い
て
は
、
現
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
影

響
を
勘
案
す
る
中
で
、
活
動
内
容
に
応
じ

た
可
能
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

費
へ
の
支
援
に
つ
い
て
国
や
県
、
他
市
町

の
動
向
を
注
視
し
、
調
査
研
究
に
努
め
る
。

答

研
究
し
て
い
く
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
・
啓

発
に
向
け
た
本
市
の
取
組
は
。

危
機
管
理
監
／
本
市
で
は
風
水
害
か

ら
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
令
和
三

年
度
か
ら
普
及
に
努
め
て
お
り
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
概
要
版
と
作
成
の
手
引
き
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
浸
水
想
定
区
域

を
含
む
全
て
の
連
合
自
治
会
等
に
対
し
、

説
明
及
び
作
成
支
援
を
行
う
ほ
か
、
学
校

や
地
域
を
交
え
た
防
災
教
育
連
絡
会
議
な

ど
を
通
じ
、
周
知
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
、マ
イ・タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問
※3

答

水
道
Ｄ
Ｘ
導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長
／
本
市
の
水
道
事
業
は
、
全
国

的
な
傾
向
と
同
様
に
、
水
道
収
益
の
減
少

や
水
道
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
水
道

技
術
の
継
承
な
ど
の
課
題
か
ら
、
事
業
経

営
が
今
後
も
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
水
道
Ｄ
Ｘ
の
導
入
は
業
務
の
効
率

化
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

先
進
技
術
の
有
効
性
や
費
用
対
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
を

含
め
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な
水
道
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
持
続
可
能

な
水
道
事
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
※5

答

災害時における　　　　
本市の情報発信の取組は

放課後児童クラブの　　　
運営見直しを含めた取組は

防犯カメラ設置補助を
拡充する考えは

経営改善に向けた業務効率化のため
水道ＤＸを導入する考えは

堤
　
　
飛
鳥

深
田
　
　
昇

大
草
　
　
満

渡
部
　
一
二
実
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一 般 質 問市政について問う！

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
八

千
百
十
九
筆
の
署
名
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
市
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化

す
る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
提
出
さ
れ
た
署
名
に
は
、

食
育
を
保
障
し
学
校
給
食
費
を
無
償
と
す

る
こ
と
、
食
の
安
全
や
地
場
産
業
の
活
性

化
の
た
め
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
、
無

償
化
の
財
源
確
保
の
た
め
国
・
県
に
働
き

か
け
る
こ
と
、
以
上
三
つ
の
要
請
項
目
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
本
市
と
し
て
も
署
名

を
し
た
方
々
の
給
食
に
対
す
る
食
の
安
全

性
へ
の
思
い
や
無
償
化
に
関
す
る
意
見
な

ど
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
給

問答

令
和
五
年
六
月
の
台
風
第
二
号
に
よ

る
豪
雨
災
害
に
係
る
住
家
被
害
認
定
が
調

査
不
十
分
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、

本
市
の
被
害
認
定
調
査
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
被
害
認
定
調
査
は
、
被
害
の

あ
っ
た
室
内
の
確
認
が
必
要
と
な
る
た
め
、

室
内
に
立
ち
入
り
調
査
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
目
視
で
の
確
認
や
被
災

者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
他
の
部
屋

と
被
害
状
況
が
同
じ
状
況
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
全
て
の
部
屋
を
調
査
し

な
い
こ
と
も
あ
る
。
災
害
に
係
る
住
家
の

被
害
認
定
は
、
被
害
の
実
態
に
即
し
て
適

切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
内
閣
府
が
共

問答

本
市
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
市
全
体
に
お
け

る
令
和
四
年
度
末
の
進
捗
率
は
、
約
十

一
・
八
％
で
あ
り
、
令
和
五
年
度
末
の
進

捗
率
は
約
十
二
・
一
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

県
の
計
画
で
は
、
令
和
八
年
度
末
に

人
口
集
中
地
区
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定

区
域
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
百
％
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

都
市
計
画
部
長
／
県
が
示
す
目
標
年

次
で
の
調
査
完
了
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
令
和
八
年
度
末
の
進
捗
率

は
約
三
十
七
・
八
％
と
想
定
し
て
お
り
、

県
の
目
標
に
は
届
か
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

問答問答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い

て
、
①
開
所
時
間
延
長
の
現
状
と
取
組
は
。

②
土
曜
日
の
開
所
に
対
す
る
認
識
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
所
時
間
は
十
八
時
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
、
令
和
二
年
度
か
ら
各
ク
ラ
ブ

の
運
営
委
員
会
の
判
断
で
最
大
一
時
間
延

長
で
き
る
よ
う
変
更
し
て
お
り
、
現
在
二

つ
の
校
区
に
お
い
て
、
長
期
休
暇
中
の
開

所
時
刻
を
八
時
か
ら
七
時
半
に
前
倒
し
し

て
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
五
年
六
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
約
三
十
％
の
利
用
者
が
、
開
所
時
間

に
不
満
・
や
や
不
満
と
回
答
し
て
い
る
こ

問答

食
に
お
け
る
地
元
食
材
の
活
用
は
、
地
場

産
業
の
活
性
化
や
食
育
の
観
点
か
ら
も
大

事
な
要
素
で
あ
り
、
今
後
も
地
元
食
材
を

使
っ
た
給
食
の
提
供
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
法
第
十
一
条
に
お
い
て
、
調
理
施
設

や
設
備
・
運
営
に
係
る
経
費
は
学
校
設
置

者
の
負
担
と
し
、
食
材
費
は
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
負
担
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
無
償
化
に
向
け
て
は
、
ま
ず
は
国
が

法
令
等
を
整
理
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
も
国
や
県
、
他
市
町
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

通
指
針
を
定
め
、
判
定
方
法
等
を
示
し
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本
指
針
に
沿

っ
て
調
査
・
判
定
を
し
て
い
る
。
被
害
認

定
の
公
平
性
・
的
確
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
本
指
針
に
基
づ
き
被
害
認
定
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
尾
川
雨
水
貯
留
池
整
備
事
業
の
目

的
と
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
／
本
事
業
は
中
尾
川
下
流

域
及
び
沼
川
本
川
下
流
域
等
の
治
水
安
全

度
向
上
を
図
る
事
業
で
あ
る
。
現
在
は
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
地

権
者
二
十
名
の
用
地
取
得
が
完
了
し
、
未

買
収
用
地
は
地
権
者
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

問答

法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
、
①
管
理

状
況
は
。
②
民
地
に
取
り
込
ま
れ
、
占
有

さ
れ
て
い
る
土
地
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
／
①
必
要
に
応
じ
て
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
草
刈
り
・
水
路
の

し
ゅ
ん
せ
つ
等
を
適
宜
実
施
し
、
機
能
管

理
し
て
い
る
。
②
民
地
に
取
り
込
ま
れ
て

い
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
管
理
す
る
上
で

支
障
な
く
、
対
応
の
緊
急
性
が
な
い
こ
と

か
ら
現
状
の
ま
ま
と
し
、
機
能
性
と
公
共

性
の
両
方
を
喪
失
し
、
用
途
廃
止
が
可
能

な
場
合
は
、
土
地
の
売
買
や
家
屋
の
建
て

替
え
時
等
に
住
民
か
ら
の
申
請
に
応
じ
て

払
下
げ
を
前
提
と
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

問
※6

答

と
か
ら
、
各
運
営
委
員
会
に
対
し
、
利
用

時
間
の
延
長
を
働
き
か
け
て
い
る
。
②
土

曜
日
の
開
所
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら

は
一
定
の
要
望
が
あ
る
ほ
か
、
他
市
町
で

学校給食費を無償化する考えは

本市の被害認定調査に対する認識は

本市の地籍調査の進捗率は

放課後児童クラブの　　　　
開所時間延長に対する認識は

川
口
　
　
慶

江
本
　
浩
二

山
下
　
富
美
子

平
野
　
　
謙

▲子育て世帯の支援を図る放課後児童クラブ

は
毎
週
開

所
し
て
い

る
事
例
も

あ
る
こ
と

か
ら
、
今

後
、
利
用

者
の
ニ
ー

ズ
を
参
考

に
検
討
し

て
い
く
。
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一般質問の日程を公表します

用 解語 説

　道路、用排水路などの公共物のうち、道路法、河川
法などの適用や準用を受けない公共物のこと。
　昔からのあぜ道やため池などがある。

※６　法定外公共物（P.7）

　供給する水量に対し料金収入が得られた水量の割合
のこと。この値が高いほど、漏水などによるロスが少
なく水道水を供給できている。

※４　有収率（P.6）

　従来の競技スポーツにあるような一定以上の負荷や
技術を必要とせず、年齢や体力などにかかわらず誰も

※１　ニュースポーツ（P.5）

　大雨や台風などの自然災害から自分自身を守るため
※３　マイ・タイムライン（P.6）

の一人一人の防災行動計画のこと。
一人一人の家族構成や地域の状況、
避難行動する際のリスクを確認し、
あらかじめ避難行動を時系列で整理
して決めておくもの。

　沼津市議会では 11月定例会から、一般質問の登壇者
ごとの大まかな日程をホームページにて公表し、市民の
皆様が傍聴しやすい環境づくりを進めております。
　本会議はどなたでも傍聴できます。ぜひ、議場にお越
しいただき、議会を身近に感じてみませんか。
　また、市議会ホームページのインターネット中継では、
本会議のライブ中継のほか、過去の録画映像を配信して
います。ぜひ御覧ください。

興味のあることがいつ聞ける
のか分かりやすくなったわ♪

選挙で投票した議員さんの
一般質問を直接見に行こう !

　水道事業において、デジタル
技術やデータ、ＡＩを活用して、
業務の効率化や利便性の向上を
図る取組のこと。

※５　水道DX（P.6）

が楽しめるスポーツの
こと。
　ソフトバレーボール
やカローリング、ボッ
チャなどがある。

※２　合理的配慮（P.5）

　合理的配慮は、行政では
既に義務化されていたが、
令和６年４月の同法の改正
により、民間事業者につい
ても義務化される。

　障がいのある人が社会の中で直面する困り事やバリ
ア（障壁）を取り除くための調整や変更などの配慮の
ことで、平成 28年４月に施行された障害者差別解消
法により、行政や事業者等は障がい者から何らかの対
応を求められたときに、負担が重過ぎない範囲で対応
することが求められる。

　参政党静岡第６支部から議長に陳情が提出され、令和５年 12月８日の民生病院委員会において検討を行いました。
　本陳情に対して委員から意見等はありませんでしたが、委員長からは貴重な意見として受け止め、今後も市民の意見

「パンデミック条約の草案及び国際保健規則改正に係る情報開示等の働きかけを
求める陳情」の提出がありました

陳情の詳細はこちらを
御覧ください。

や社会情勢等を的確に把握し、議員活動
の充実に努めるよう、委員に対し呼びか
けがありました。

陳情とは、特定の事項について利害関
係のあるものが、議会に実情を訴え、
措置を要望することです。
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委員会
レポート 委員会の行政視察報告

　議会運営委員会、常任委員会及び特別委員会では、他の自治体の先進的な施策や取組を学ぶために行政視察
を行っています。ここでは、今年度に実施した行政視察について報告します。

　宇都宮市では、議会改革を協議するために設置された議会制
度検討会議について説明を受けました。本検討会議を経て、と
ちぎテレビで市議会広報番組が放送されており、栃木県出身の
タレントが議会に関する街頭インタビューなどを行い、議会へ
市民の声を届けているとのことでした。また、電子表決システ
ムなどについても検討の経過や導入に向けた取組を学びました。
　山形市では、市民に身近で分かりやすい議会を目指して、議
場の壁面に複数のモニターを設置し、位置図やグラフなどを表
示しながら一般質問を行っている状況や定期的に市民向けの議
会報告会を開催する取組などを視察しました。
　このような先進的な事例を参考に、今後も開かれた議会を目
指し、取り組んでいきます。

　旭川市では、鉄道高架事業や土地区画整理事業など、中心市
街地整備事業である北彩都あさひかわについて説明を受け、事
業効果や高架後のまちづくりの方向性などを学びました。また、
旭川駅では、旭川観光物産情報センターや駅利用者用の駐輪場
など、高架下の利用状況について現地を視察しました。
　札幌市では、官民連携のまちづくりの取組である都心まちづ
くりプラットフォーム事業について説明を受け、事業内容や市
内３つのまちづくり団体の取組内容などを学びました。また、
札幌駅では、各まちづくり団体が行うエリアマネジメント（民
間主体のまちづくりや地域経営）について現地を視察しました。
　このような先進的事例を参考に、今後も鉄道高架を中心とし
た魅力あるまちづくりに向けて調査研究してまいります。

令和５年８月３日～４日
栃木県宇都宮市、山形県山形市
　「議会運営・議会改革の取組」

令和５年８月 31 日～９月１日
北海道旭川市　「北彩都あさひかわ」
北海道札幌市　「都心まちづくりプラットフォーム事業」

議会運営委員会

▲議会改革の取組を視察（宇都宮市）

▲議場設備を視察（山形市）

沼津駅鉄道高架と　　　
まちづくり特別委員会

▲旭川駅高架下の利用を視察（旭川市）

▲官民連携のまちづくりの取組を視察（札幌市）
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行政視察報告

　さいたま市では、アクティブ・ラーニングの推進とさいたま
市立大宮国際中等教育学校におけるグローバル人材の育成につ
いて学びました。
　戸田市では、主体的・対話的で深い学びの推進等を目的とし
た、産官学の連携による戸田市ＳＥＥＰプロジェクトと呼ばれ
る教育改革の取組を学びました。
　長岡市では、部活動の地域移行の取組のほか、市役所・アリ
ーナ・広場などの複合施設「アオーレ長岡」を視察しました。
　高崎市では、企業支援・企業誘致の取組について説明を受け、
様々な角度からの産業活性化の取組を学びました。

令和５年 11 月８日～ 10 日

兵庫県西宮土木事務所　
　「二級河川東川水系津門川地下貯留管整備事業」
愛知県安城市　「第二次安城市雨水マスタープラン」

埼玉県さいたま市　「アクティブ・ラーニングの推進及び
市立大宮国際中等教育学校におけるグローバル人材の育成」
埼玉県戸田市　「教育改革の取組」

　建設水道委員会では、今年の特定調査事項を「河川区域にお
ける流域治水について」と定め、先進事例等の調査研究を進め
ております。
　西宮市の津門川周辺は、市街地のため河川の幅を広げられな
いことから、流域治水対策として河川の地下に貯留管を整備し
ており、その整備状況や費用対効果などを学びました。
　安城市では、水害に強いまちづくりの実現を目指して、官民
連携で行う雨水対策を示した雨水マスタープランを策定してお
り、その概要と取組状況、また、具体的な取組である水田貯留
事業の詳細を学びました。
　今後は、この行政視察を基に、本市の状況に適した流域治水
対策を調査研究してまいります。

令和５年 11 月９日～ 10 日

新潟県長岡市　「部活動地域移行の取組等」
群馬県高崎市　「企業支援・企業誘致の取組」

文教産業委員会

▲さいたま市立大宮国際中等教育学校を視察（さいたま市）

▲企業支援・企業誘致の取組を視察（高崎市）

建設水道委員会

▲整備中の地下貯留管を視察（西宮市）

▲水害に強いまちづくりの取組を視察（安城市）
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委員会
レポート 委員会の

　総務委員会では、今年の特定調査事項のテーマを「ぬまづ暮
らしについて　～移住・定住の促進～」と定め、先進事例等の
調査研究を進めております。
　彦根市では、テレワーク環境の整備や豊かな自然を生かし全
国からの移住を呼び込む取組を、福井市では、独自の移住支援
金加算や、移住希望者の市内民間企業への就職を促すための取
組を、それぞれ学びました。
　また、日進市では、男女平等推進条例に基づく取組や、女性
議員が半数を占める日進市議会の女性議員の活動を学びました。
　各市で学んだ取組を参考に特定調査事項の研究を進め、より
よい市政へ向けた提言につなげてまいります。

　仙台市では、家庭ゴミ処理に関する市民への周知・啓発の取
組に加え、収集・リサイクル施設への搬入から選別、プラ原料
製品の再商品化の取組を学びました。
　大崎市では、人口や１日のゴミ処理量が沼津市と同規模であ
る、大崎地域広域行政事務組合が運営するクリーンセンターに
おいて、本市の新中間処理施設で導入を予定しているストーカ
式焼却炉を視察しました。
　郡山市では、東日本大震災直後に建設された、子供たちが安
全に遊ぶことができる屋内遊戯施設を見学しました。
　各市で学んだ取組を市政への提言につなげてまいります。

令和５年 10 月 25 日～ 27 日
滋賀県彦根市、福井県福井市　「移住・定住の促進」
愛知県日進市　「男女共同参画に係る取組」

令和５年 10 月 31 日～ 11 月２日
宮城県仙台市　「製品プラスチック一括回収・リサイクル」
宮城県大崎市　「DBO 方式で運営している最新の
ストーカ式焼却炉と施設整備計画等」
福島県郡山市　「屋内遊戯施設ペップキッズ郡山」

総務委員会

▲移住・定住の取組を視察（福井市）

▲男女共同参画の取組を視察（日進市）

民生病院委員会

▲プラ処理の取組を視察（仙台市）

▲最新の処理施設を視察（大崎市）
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市
議
会
HPで

は
、
本
会
議
の
録
画
映
像
な
ど
を
配
信
中
!
沼
津
市
議
会

検
索

ぼくとわたしの

ゆめ
たから

原
風
景

　
私
は
、
進
学
を
機
に
十
八
年
間
住
ん
だ
沼
津

市
を
離
れ
、
上
京
し
ま
し
た
。
現
在
、
建
築
や

ま
ち
づ
く
り
を
学
ん
で
い
ま
す
。
全
国
各
地
の

ま
ち
な
み
を
学
ん
で
い
る
と
、
い
つ
も
自
分
の

育
っ
た
沼
津
市
の
風
景
を
思
い
出
し
ま
す
。
富

士
山
が
そ
び
え
、
駿
河
湾
に
面
し
た
美
し
い
ま

ち
。
名
所
だ
け
で
な
く
、
友
達
と
一
緒
に
話
し

な
が
ら
帰
っ
た
道
の
り
、
出
か
け
た
場
所
ひ
と

つ
ひ
と
つ
が
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で

も
有
数
の
美
し
い
環
境
、
温
か
い
人
々
の
中
で

育
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
原
風

景
を
人
々
の
心
に
作
り
出
せ
る
仕
事
が
で
き
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」

　
私
は
、
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
歳
を
経
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
常
生
活
や
人
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
も
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
だ
に
二
十
歳
を
迎
え
た
と
い
う
実
感
は
湧

き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
ま
で
健
康
に
元
気
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
他
で
も
な
く
、
家

族
や
地
域
の
方
、
ま
た
環
境
の
お
か
げ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
こ

れ
ら
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
そ
の
大
切
さ
を

他
に
伝
え
る
、
か
つ
私
自
身
が
人
に
良
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会だより編集委員会 久保田吉光委 員 長 髙橋　秀子委 員 堤　　飛鳥委 員 大草　　満委 員
平野　　謙副委員長 井原三千雄委 員 山下富美子委 員 片岡　章一委 員

　令和６年１月７日に、二十歳を迎えた市民の代表が議員役を務める二十歳の議会が、市議会本会議場で
開催されました。
　今年は 19人が参加し、代表して３人が市政に関する質問を行い、「沼津市の結婚支援」、「教育現場に
おけるＩＣＴの活用方法」、「沼津市の津波対策」について、市長及び教育長が答弁しました。
　また、参加者それぞれが、「わたしにとっての沼津の宝」をテーマに、沼津への思いを語りました。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています議会だより次回発行予定　令和 6年 5月 15日

【二十歳の議会に関するお問い合わせ】
生涯学習課　☎ 055-934-4871

当日の動画を
YouTube で配信中！

沼津の未来を担う二十歳が市政を問う

二十歳の議会参加者
（愛鷹地区）

大
おお

嶋
しま

 美
み

梨
り

さん

二十歳の議会参加者
（第三地区）
奈
な

良
ら

 優
ゆう

樹
き

さんん
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